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九こ
こ
の
つ
づ
か

つ
塚　

秋
葉
区
矢
代
田

　

九
つ
塚
は
、
新
津
丘
陵
の
西せ

い

麓ろ
く

に
舌
状
に
張
り
出
し
た
尾
根
の
先
端
部

近
く
に
あ
る
。
尾
根
の
先
端
部
は
Ｊ
Ｒ
信
越
線
、
東
側
は
県
道
四
一
号
線

に
よ
っ
て
削
ら
れ
、
独
立
し
た
丘
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
矢や

代し
ろ

田だ

駅
に
近
く
、
周
辺
は
宅
地
・
竹
林
に
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
に
小
須
戸
町
教
育
委
員
会
が
調
査
を
行

い
、
三
基
の
塚
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
昔
は
二
三
基
あ
り
、
明
治
二
十

六
（
一
八
九
三
）
年
ご
ろ
ま
で
は
九
基
あ
っ
た
と
い
う
。

　

確
認
さ
れ
た
三
基
の
塚
の
う
ち
一
号
塚
は
、
町
道
改
良
工
事
な
ど
で
破

壊
さ
れ
る
た
め
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
塚
の
一
部
は
欠
け
て
い
た
が
、
東
西

六
メ
ー
ト
ル
、
南
北
六
・
八
メ
ー
ト
ル
の
方
形
で
、
高
さ
は
〇
・
七
メ
ー

ト
ル
で
あ
っ
た
。
塚
と
し
て
盛
ら
れ
た
土
の
下
か
ら
は
、
小
形
の
竪た

て

穴あ
な

式

建
物
跡
が
見
つ
か
っ
た
。
建
物
の
大
き
さ
は
東
西
一
・
八
五
メ
ー
ト
ル
、

南
北
一
・
六
メ
ー
ト
ル
で
、
四
隅
に
は
柱
穴
が
残
っ
て
い
た
。
出
土
品
に

は
、
平
安
時
代
の
土は

師じ

器き

・
須す

恵え

器き

片
と
、
釘く

ぎ

類
な
ど
の
鉄
製
品
、
中
世
の
銭
貨
三
枚
、
青
銅
で
鋳
造
さ
れ
た

鉦し
ょ
う鼓こ

（
打
楽
器
の
仏
具
）
一
点
な
ど
が
あ
る
。
古
代
か
ら
中
世
の
遺
物
が
あ
る
が
、
鉦
鼓
の
推
定
年
代
か
ら
一

図45　塚の位置　２万
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号
塚
は
十
四
世
紀
後
半
以
降
に
築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
も
残
る
二
基
の
塚
は
測
量
調
査
が
行
わ
れ
、
二
号
塚
（
図
四
七
）
は
一
辺
七
メ
ー
ト
ル
の
方
形
で
、
高
さ

約
一
・
四
メ
ー
ト
ル
。
三
号
塚
は
一
部
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
長
径
四
・
三
メ
ー
ト
ル
、
短
径
二
・
七
メ
ー
ト

ル
の
楕だ

円え
ん

形
で
、
高
さ
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
二
基
と
も
築
か
れ
た
時
代
は
不
明
で
あ
る
。

　

こ
の
二
基
の
塚
か
ら
県
道
四
一
号
線
を
挟
ん
で
東
側
に
、
直
径
約
一
九
メ
ー
ト
ル
の
三さ

ん

沢ざ
わ

塚づ
か

（
円
塚
古
墳
）

が
あ
る
。
未
調
査
の
た
め
詳
細
は
分
か
ら
な
い
が
、
か
つ
て
は
九
つ
塚
に
含
ま
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

九
つ
塚
は
何
故
に
築
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
号
塚
の
下
か
ら
は
竪
穴
式
建
物
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
建

物
と
は
い
え
、
生
活
す
る
住
居
に
は
狭
い
。
ま
た
、
鉦
鼓
が
出
土
し
て
い
る
こ
と

か
ら
見
て
、
宗
教
的
な
施
設
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
一
号
塚

は
、
下
の
建
物
で
行
わ
れ
た
何
ら
か
の
行
事
を
記
念
す
る
た
め
に
築
か
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
本
当
に
当
時
の
人
が
そ
の
よ
う
な
目
的
で
築
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
塚
に
は
墓
や
祭
壇
も
あ
る
が
、
一
方
で
は
何
か
の
し
る
し
と
し
て
築
か

れ
た
も
の
も
あ
る
。
九
つ
塚
の
場
合
は
、
一
号
塚
も
含
め
て
何
の
目
的
で
築
か
れ

た
の
か
は
正
確
に
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
以
前
に
一
字
一
石
経
と
い
う

経
文
が
書
か
れ
た
石
が
出
土
し
た
ら
し
い
こ
と
も
考
え
る
と
、
こ
の
地
は
神
聖
な

場
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図47　２号塚の現況


